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産業技術総合研究所地質調査総合センターは、基盤構造の体系的な解明を図ることを目的として、20 万分の１

スケールの重力基本図（1mgal コンターのブーゲー異常図）の系統的整備を行っている。重力調査の既存資料につ

いて保有機関の協力を得てその編集を行うとともに、主に陸域で未測定地域の重力測定を実施した。今年、「大分」

「福岡」「唐津」地域に引き続き、九州シリーズ４、５枚目の宮崎地域および鹿児島地域重力図を出版する。 

宮崎地域重力図の作成範囲は東経 130 度 52.5 分から 132 度、北緯 31 度 20 分から 32 度 45 分である。重力

図作成のために、陸域データ約 7300 点と、海域データ（GH831 航海）約 5900 点の重力データを使用した。陸域デー

タには、測定密度が粗かった山間部で、地質調査総合センターが補足測定を行った 387 点が含まれる。既存デー

タの大部分は「日本重力図 CD-ROM」（地質調査所編，2000）および Gravity Database of Southwest Japan (CD-ROM) 

(The Gravity Research Group in Southwest Japan, 2001)で既に公開されている。後者に含まれるデータについ

ては、取り決めに従い、該当各機関の了解を得て使用させていただいた。 

重力基本図では、ブーゲー異常値の計算のために、仮定密度を 2.3g/cm3 に統一して各補正を実施している。こ

の地域の特徴として、陸域の宮崎平野から海域の日向灘にかけての大規模な盆地状の基盤構造を反映した重力異常

があげられる。また、北部山間部のジュラ紀から白亜紀の堆積岩類が分布する地域において比較的短波長な重力異

常があらわれている。これは重力補正で仮定した密度が実際の岩石密度より小さいためで、その重力異常のパター

ンは深い基盤構造を反映したものではないと考えられる。 
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